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　ヒトの認知機能およびその障害メカニズムを解明し、よりよい
治療・介入を見出すのが目的である。そこで、①脳が損傷された
場合、どのような症候を示すのかの解明（損傷脳の研究）、②障害
の客観化・可視化（診断・評価方法の開発、機能画像研究）、③よ
りよい介入方法（治療・リハビリテーション）の検討を行っている。
また、超高齢化社会において増えている認知症、MCI あるいは超
高齢者を対象に、認知機能の評価と介入により、認知機能の維持
/ 向上をめざす方法を研究している。

1）言語機能の局在地図作成
　脳損傷者における言語症候を検討し、要素的言語症候とその局
在地図を示した（図 1）。

　これらは、fMRI や事象関連電位などを用いて、検証している（図
2、3）。

2）言語のしくみの解明：身体性を中心にして
　言語のしくみを損傷脳の詳細な検討により、カテゴリー特異性、
モダリティー特異性との関連で検討し、語が、モダリティー / 身
体性の影響下にあることを考察した（図 4）。

3）変性疾患への応用
　脳疾患の診断に、言語症候は大きな手掛かりとなる。従来の言
語機能の脳内局在とその特徴をもとに、言語症候を示す認知症性
疾患へのアプローチを検討した（図 5）。
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図2　	語想起方法の違いによる脳活動
部位の違い（fMRI）

図 3　呼称時の経時的脳活動（ECDL）

図5　原発性進行性失語の病巣の首座（大槻2021）

図 1　要素的言語症候の責任病巣の関係

図4　カテゴリー特異性とモダリティー特異性（大槻2016）




